
な
ど
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
相
談
時
間
は
お
一
人
30
分
程

度
で
す
）

▼
場
所
＝
南
棟
１
階
ロ
ビ
ー

▼
相
談
員
＝
Ｓ
Ｇ
ネ
ッ
ト
き
ら
め
き

▼
参
加
費
・
申
込
＝
不
要

Ｉ
Ｔ
個
人
学
習
支
援

自
由
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

会
場
に
は
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
質
問
や
相
談
も

で
き
ま
す
。

※
講
習
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
の
持
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
時
＝
①
12
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で

②
２
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
毎
週
日

曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場

所
＝
北
棟
６
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
実
習
室

▼
参
加
費
・
申
込
＝
不
要

Vol.16─6 Vol.16 ─ 5

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

平
成
19
年
度
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

フ
ェ
ス
タ
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

来
年
開
催
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
、
広
島
市
域
で
生
涯

学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
活
動
を
広
げ
た

い
、
知
っ
て
ほ
し
い
」、「
他
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
た
い
」、「
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
た
い
」
な
ど
、
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

【
開
催
予
定
日
】

平
成
19
年
５
月
19
日
（
土
）
、
20
日

（
日
）

【
募
集
内
容
】

活
動
紹
介
な
ど
の
展
示
、
発
表
、

体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
上
映
会
な
ど

【
申
し
込
み
方
法
】

公
民
館
、
プ
ラ
ザ
等
に
設
置
し
て

い
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
プ
ラ
ザ
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
持
参

【
募
集
団
体
数
】

・
展
　
示
＝
10
団
体
程
度

・
そ
の
他
＝
10
団
体
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

『
社
会
貢
献
活
動
研
究
会
』を
開
催

９
月
６
日
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
に
て
第
61
回
「
企
業
等
社
会
貢

献
活
動
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
会
は
、
市
民
・
企
業
・
行
政
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
企
業
、
マ
ス
コ
ミ
、
関
連
団
体
、

行
政
が
社
会
貢
献
に
関
す
る
情
報
交
換

や
活
動
促
進
、
協
働
を
図
る
場
と
し
て

平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）
２
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
も
、
開
館
し
た
平

成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
か
ら
事
務
局

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
17

社
３
団
体
で
構
成
し
て
お
り
、
年
４
回

程
度
の
例
会
を
も
ち
、
社
会
貢
献
活
動

に
関
す
る
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
研
究
会
で
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

か
ら「
体
験
！
発
見
!!
ほ
っ
と
け
ん
!!!
」

と
題
し
、
福
祉
活
動
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
職
場
研
修
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業

の
話
題
提
供
、
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
企
業
寄
付
の
促
進
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
の
担
い
手
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
「
中
間
支
援
組
織
を
通
じ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
モ
デ
ル
調
査
」
へ
の
協
力
依
頼
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）

に
行
っ
た
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

『
情
報
収
集
の
場
』『
異
業
種
交
流
の
場
』

を
中
心
と
し
た
企
業
間
の
情
報
交
換
や

相
互
理
解
の
た
め
の
「
ゆ
る
や
か
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
関
」
と
し
て
継
続
的
に

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

『
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講

座
』開
催
中

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
場

面
で
役
立
つ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
会
議
進
行
・
促
進
）
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
全
８
回
の
講
座
が
９
月
27

日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
回
目
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
概
要
と
感
覚
を
つ
か
む
こ
と
を
ね
ら

い
に
、
講
師
・
和
田
崇
さ
ん
の
講
義
や

実
技
を
交
え
て
実
施
。２
・
３
回
目
は
、

「
聴
く
」「
話
す
」
を
テ
ー
マ
に
講
師
・

吉
橋
久
美
子
さ
ん
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
に
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
昨
年
度
ま
で
３
カ
年

に
わ
た
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
学
校
」
と

し
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
、今
回
は
、

こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
学
校
」
を
修
了
し

た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

『
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ

ま
ち
づ
く
り
く
ろ
っ
こ
隊
』
が
、
参
加

者
の
先
輩
と
い
う
立
場
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担

う
な
ど
、
全
面
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。

講
座
は
来
年
の
２
月
ま
で
続
き
ま

す
。
修
了
後

は
、
参
加
者

が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と

し
て
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
活

躍
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ

れ
ま
す
ね
。

▼
対
象
＝
概
ね
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
歴

３
年
以
上
、
ま
た
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
経
験
３
年
未
満
の
人

▼
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

▼
場
所
＝
北
棟
５
階
研
修
室

▼
受
講
料
＝
７
５
０
０
円
（
全
日
程
）

▼
主
催
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
ひ
ゅ
ー
る
ぽ
ん
・
広
島
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
ま
ち
づ
く
り
市
民
交

流
プ
ラ
ザ

▼
申
込
＝
12
月
１
日
（
金
）
か
ら
１
月

22
日
（
月
）
ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を

プ
ラ
ザ
へ

市
民
活
動
な
ん
で
も
相
談
会

市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
運
営

や
Ｐ
Ｒ
等
に
関
す
る
相
談
会
を
、
専
門

家
を
招
い
て
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
３
土
曜
日
　
午
後
２

時
〜
４
時
（
相
談
時
間
は
お
一
人
30
分

程
度
で
す
）

12
／
16
、
１
／
20
、
２
／
17
、
３
／
17

▼
場
所
＝
南
棟
１
階
ロ
ビ
ー

▼
相
談
員
＝
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
・
申
込
＝
不
要

生
涯
学
習
な
ん
で
も
相
談
会

社
会
人
入
試
や
社
会
人
の
大
学
活
用

局
教
務
学
生
支
援
担
当
国
際
学
部
公
開

講
座
係

（
〒
７
３
１-

３
１
９
４
　
安
佐
南
区
大

塚
東
３-

４-

１
）
1
０
８
２
・
８
３

０
・
１
５
０
４
　
5
０
８
２
・
８
３

０
・
１
８
２
３

Ｅ
メ
ー
ル：

k
ou

k
ai@

office.h
irosh

i

m
a-cu.ac.jp

ま
ち
・
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
【
基
礎
編
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
発
信
・
受
け

入
れ
・
調
整
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
基
本
的
知
識
や
技

術
を
習
得
し
、
現
場
で
即
役
立
つ
実
践

力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
〜

プ
ラ
ザ
通
信
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の

い
ろ
い
ろ
な
話
題
や
情
報
を

お
届
け
に
上
が
り
ま
し
た
。

あ

ん

な

こ

ん

な

交

流

参

加

者

募

集

このコーナーの申込・問合せは

まちづくり市民交流プラザ
〒730-0036 広島市中区袋町6番36号

1545-3911 5545-3838
【E-mail】
m-plaza@hitomachi.city.hiroshima.jp
【URL】
http://www.hitomachi.city.hiroshima.jp/m-plaza/
※内容が一部変更となる場合がありますので、詳しくは
お問い合せください。

階
研
修
室
に
お
い
て
高
齢
者
作
品
展

「
達
人
た
ち
の
夢
」
が
同
時
開
催
さ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
プ
ラ
ザ
開
館
時
期
の
５

月
に
、
よ
り
多
く
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
層
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェ
ス

タ
』
を
開
催
し
ま
し
た

プ
ラ
ザ
で
学
び
、
活
動
し
て
い
る
個

人
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
学

習
成
果
の
発
表
や
体
験
を
通
し
て
、
新

た
な
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェ

ス
タ
を
、
９
月
９
日
（
土
）
、
10
日

（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し

ま
し
た
。

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
に
よ
る
発
表
会

で
は
、
琴
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど
の
演
奏

や
講
演
会
な
ど
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
お
手
玉
作
り
、
救

急
法
体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
が
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ

ッ
ト
ひ
ろ
し
ま
」
の
協
力
に
よ
り
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
カ
ッ
ト
絵
や
缶
バ
ッ

チ
づ
く
り
体
験
、
３
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
は
市
民
活
動
や
生
涯
学
習
に
関
す

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
４
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
５

採
択
し
た
５
つ
の
企
画
案
を
つ
な
げ
た

連
続
講
座
案
を
国
際
学
部
か
ら
提
示

し
、
討
議
。
全
体
構
成
に
つ
い
て
合
意

が
得
ら
れ
た
後
、
各
講
座
の
提
案
者
と

国
際
学
部
担
当
者
が
個
別
に
、
各
回
の

詳
細
と
企
画
提
案
者
の
役
割
を
決
め
講

座
内
容
が
決
定
し
ま
し
た
。

講
座
内
容
『
広
島
か
ら
考
え
る
国
際
化
』

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
進
む
中
で
、

広
島
の
市
民
お
よ
び
企
業
、
そ
し
て
広

島
の
地
域
社
会
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
広
島
か
ら
ど
の
よ
う
な
国
際

協
力
の
可
能
性
を
発
信
で
き
る
の
か
、

ま
た
そ
こ
に
市
民
一
人
一
人
が
ど
の
よ

う
に
参
加
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

実
践
の
報
告
も
交
え
な
が
ら
考
え
ま

す
。

▼
日
時
＝
平
成
19
年
１
月
24
日
か
ら
２

月
14
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

〜
（
全
４
回
）

▼
場
所
＝
北
棟
６
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

ス
タ
ジ
オ

▼
受
講
料
＝
無
料
。
た
だ
し
４
回
連
続

聴
講
す
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

▼
申
込
方
法
＝
12
月
22
日
（
金
）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
り
申
込
む
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
立
大
学
事
務

広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
で
は

市
民
企
画
に
よ
る
公
開
講
座
を

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

と
共
催
し
て
開
催
し
ま
す

公
開
講
座
実
施
ま
で
の
な
が
れ

市
立
大
学
国
際
学
部
は
、
こ
れ
ま
で

「
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
に
」

を
統
一
テ
ー
マ
に
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
で
３
年
連
続
講
座
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
「
市
民
と
の
対
話
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、「
市
民
と
つ
く
る
公
開

講
座
」
を
計
画
。
今
年
６
月
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
と
の
共
催
で
「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
」
に
関
す
る
講
座
の
企
画
を
募
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
27
件
の
企
画
が
寄
せ
ら

れ
、
書
類
選
考
の
後
に
面
談
を
行
い
、

８
月
に
５
件
の
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
10
月
６
日
、
市
立
大
学
に

て
国
際
学
部
公
開
講
座
担
当
教
員
と
企

画
提
案
者
の
初
の
企
画
会
議
を
行
う
に

至
り
ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
両
者
が
自
己
紹
介
。
企

画
提
案
者
５
人

（
４
人
と
１
グ

ル
ー
プ
）
は
初

顔
合
わ
せ
。
そ

れ
ぞ
れ
応
募
動

機
、
自
ら
の
企

画
内
容
等
に
つ

い
て
話
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、

1階ロビーでの人材バンク発
表会。多くの方に人材バン
クを知っていただきました

4階渡り廊下では「企業の
社会貢献活動」の取り組み
を紹介する展示と当情報誌
「らしっく」の創刊からの
表紙を展示しました

“聴く”をテーマにしたグループワーク
でのひとこま

企画会議の様子

①②③④

国
際
化
と
は
何
か

国
際
化
の
中
の
企
業
と
市
民
、
そ
し
て
地

域
社
会

世
界
へ
向
け
て
開
か
れ
る
実
践

―
―
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
可
能
性
を
め
ぐ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

―
―
世
界
に
開
か
れ
た
広
島
へ
向
け
て

① 1月26日（金）

19:00～21:00

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？

―
よ
り
よ
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
向
け
て
―

② 1月27日（土）③ 1月28日（日）

10:30～12:30

ま
ち
づ
く
り
の
カ
ギ
を
握
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
？

13:30～17:00

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
基
本
ス
キ
ル

―
相
談
活
動
の
基
本
と
演
習
―

10:00～12:00

し
っ
か
り
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
た

め
に

―
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
例
か
ら
学
ぶ

そ
の
１
―

13:00～16:30

魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
と
効

果
的
情
報
発
信
に
向
け
て

―
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
例
か
ら
学
ぶ

そ
の
２
―

16:30～17:00

講
座
の
ふ
り
か
え
り

前年の講座の様子
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橋
本
操
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「
昔
の
遊
び
」
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、
骨
董
品
収
集
が
趣
味
だ
っ

た
橋
本
さ
ん
。
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
、
個
人
的
に
集
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、「
飾
る
だ
け
で
は
、
お
も
し

ろ
く
な
い
。
使
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、

も
っ
た
い
な
い
」
と
考
え
、
平
成
５
年

（
１
９
９
３
年
）
に
安
芸
郡
熊
野
町
で

お
も
ち
ゃ
の
資
料
館
を
開
館
し
ま
し

た
。
来
館
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
昔
の

お
も
ち
ゃ
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
コ
マ
や
け
ん

玉
、
メ
ン
コ
や
ビ
ー
玉
な
ど

の
遊
び
方
を
教
え
た
の
が
、

活
動
の
始
ま
り
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
の
子
ど
も
た
ち

は
、
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

上
、
保
護
者
世
代
も
、
メ
ン

コ
や
コ
マ
な
ど
で
遊
ん
だ
経

験
が
な
い
た
め
、「
昔
の
遊
び
」
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
誰
か
が

伝
え
な
い
と
、昔
の
遊
び
を
残
せ
な
い
」

と
感
じ
た
橋
本
さ
ん
は
、
公
民
館
を
拠

点
に
「
昔
の
遊
び
の
伝
承
活
動
」
を
始

め
ま
し
た
。

児
童
館
や
小
学
校
、
公
民
館
な
ど
で

指
導
を
す
る
中
で
、
一
番
の
人
気
は
コ

マ
回
し
。
コ
マ
も
自
分
た
ち
で
作
る
た

め
、
完
成
し
た
喜
び
も
あ
っ
て
、
遊
ぶ

楽
し
さ
は
倍
増
で
す
。「
昔
の
遊
び
は

健
康
的
だ
し
、仲
間
づ
く
り
に
も
な
る
。

工
夫
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
橋
本
さ
ん
。
子
ど

も
た
ち
が
「
コ
マ
の
名
人
」
と
呼
ん
で

く
れ
る
こ
と
が
、
や
り
が
い
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
有
志
を

募
っ
て
「
紙
芝
居
み
な
み
座
」
も
結
成
。

地
域
の
昔
話
や
伝
説
を
題
材
に
し
た
紙

芝
居
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
に
披
露
し

て
い
ま
す
。

橋
本

は
し
も
と

操
　
み
さ
お

さ
ん

橋本さんの指導を受けながら、コマを作る子
どもたち。「上手にできるかな？」

コマ回しは、「誰のコマが長く回るか」
の競争が一番盛り上がります

廃材とプルトップで作った「クワガタ」

地元の小学生を対象に、学年ごとに夏
休み工作教室を開催

オ
モ
チ
ャ
の
歴
史
・
伝
承
遊
び

田
島
勇
さ
ん
は
、
も
と
木
型
師
。

「
何
か
を
作
る
こ
と
」
が
大
好
き
で
、

若
い
こ
ろ
か
ら
近
所
の
子
ど
も
た
ち
を

集
め
て
、
工
作
教
室
を
開
い
て
い
ま
し

た
。「
も
と
も
と
、
う
ち
の
子
の
宿
題

が
原
因
な
ん
で
す
。
夏
休
み
の
宿
題
で

工
作
を
す
る
か
ら
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
た
時
、
つ
い
で
だ
か
ら
と
近
所

の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
教
室
の
よ
う

な
こ
と
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
田
島
さ
ん
。
仕
事
の
合
間
を
ぬ

っ
て
、
地
元
の
集
会
所
で
工

作
教
室
を
開
い
て
い
ま
し
た

が
、
７
年
前
定
年
退
職
し
て

「
新
し
い
こ
と
を
学
び
た
い
」

と
考
え
て
い
た
時
、
広
島
市

が
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
講
。
早
速
受
講
し
、

環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
田
島
さ
ん
は
工
作
に
リ

サ
イ
ク
ル
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
廃
材
や
牛
乳
パ
ッ
ク
、

空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
な
ど
を
材
料
に
工

作
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
大
好
評

だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ
か
ら
は
工
作
の

材
料
集
め
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
川

の
掃
除
を
す
る
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
と

工
作
が
一
緒
に
行
え
る
よ
う
な
講
座
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

田
島
さ
ん
は
工
作
教
室
に
や
っ
て
く

る
子
ど
も
た
ち
へ
、「
顔
を
見
て
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
譲
り
合
い
の

精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
道

具
は
人
数
よ
り
少
な
め
に
準
備
。「
み

ん
な
で
使
う
」「
ち
ょ
っ
と
だ
け
我
慢

す
る
」
と
い
う
心
を
自
然
に
学
習
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
田
島
さ

ん
は
自
宅
の
裏
手
に
工
房
を
作
り
、
精

力
的
に
創
作
活
動
や
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

田た

島じ
ま

勇い
さ
む

さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
指
導

まちづくりボランティア
人材バンク

まちづくりボランティア人材バンクには、さまざま

な分野の達人が登録しています。地域活動やまちづ

くりのをお手伝いしてくれる達人たち。

今回は、橋本操さんと田島勇さんを紹介します。

ビー玉遊びは、特に男の子に人気です廃品である発砲スチロールから、
いろいろな物を作りました

名
人

達
人

宝
人

人
材
バ
ン
ク
交
流
会

『
人
材
バ
ン
ク
活
性
化
に
向
け

て
活
発
に
意
見
交
換
！
』

10
月
21
日
、
登
録
者
約
40
名

が
出
席
し
て
第
５
回
人
材
バ
ン

ク
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
３
年
間
の
利
用
実
績

の
報
告
と
人
材
バ
ン
ク
活
性
化

委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告
を
受

け
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
利
用
促
進
の
た
め
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

利
用
数
は
増
加
し
て
い
る
が

利
用
団
体
や
内
容
に
偏
り
が
見

ら
れ
、
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
」「
団
体
の

ニ
ー
ズ
把
握
」「
他
団
体
や
登

録
者
同
士
の
連
携
」
な
ど
様
々

な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
度
19
名
の
方
が

人
材
バ
ン
ク
活
性
化
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
、
今
後

は
交
流
会
で
の
意
見
を
も
と

に
、
月
１
回
開
催
す
る
委
員
会

に
お
い
て
活
性
化
の
取
り
組
み

を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク

発
表
会

日
　
時
＝
毎
月
第
４
土
曜
日
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
　
所
＝
南
棟
１
階
ロ
ビ
ー

参
加
費
＝
無
料

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク

で
は
、「
仕
事
や
学
習
、
趣
味

な
ど
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
依
頼

団
体
に
助
言
や
指
導
、
さ
ら
に

は
技
の
披
露
な
ど
を
行
う
人
」

を
登
録
し
て
い
ま
す
。

紹
介
申
込
・
登
録
申
込
な
ど
の

問
合
せ
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ

1
５
４
５
・
３
９
１
１

5
５
４
５
・
３
８
３
８

グループで活発に意見交換

「子どもも大人も楽しめる 子ども向けパネルシア
ター＆おしばい」やまなみさん　阿部　繁さん

「津軽三味線の調べ」下原秀次郎さん　
「琴と尺八の演奏」西本恵子さん　他

「ギターで綴る昭和の名曲シリーズ」
西田元一さん

「転倒・骨折予防体操」Ｃｏｍｅ
カ ム

Ｃｏｍｅ
カ ム

の会

日　時 内　容

12月23日
（土・祝）

1月27日（土）

2月24日（土）

3月24日（土）

Information



エ
ス
ト
曲
を
解
説
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス

音
楽
も
あ
わ
せ
て
お
届
け
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
な
ら
で
は
の
お
楽
し
み
満

載
で
、
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
あ

り
ま
す
。

司
会
に
、
サ
ロ
ン
シ
ネ
マ
・
シ
ネ
ツ

イ
ン
の
桑
原
由
貴
さ
ん
を
迎
え
、
今
年

公
開
さ
れ
た
映
画
の
総
括
も
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
黄
金
時
代
の
映
画

音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時

〜
▼
場
所
＝
西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
ス
タ
ジ
オ
▼
演
奏
と
お
話
＝
ガ
ル
ボ

（
ヴ
ィ
オ
ラ
沖
西
慶
子
）（
ピ
ア
ノ
長
沼

靖
子
）
▼
入
場
券
＝
５
０
０
円
　
ル
ー

エ
ぶ
ら
じ
る
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
、

サ
ロ
ン
シ
ネ
マ
、
シ
ネ
ツ
イ
ン
に
て
発

売
▼
問
合
せ
＝
ガ
ル
ボ
　
1
８
３
２
・

２
１
６
０
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
パ
ソ
コ

ン
）http://w

w
w
016.upp.so-net.ne.

jp/violalto/

（
携
帯
）http://w

w
w
.

d
1.i-frien

d
s.st/in

d
ex

.p
h
p
?in

=

garbo520
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参
加
型
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

楽
し
い
子
育
て
学
習
会

や
が
て
親
に
な
る
人
、
子
育
て
真
っ
最

中
の
人
、
孫
育
て
や
地
域
の
子
育
て
で

力
に
な
り
た
い
人
な
ど
、
お
気
軽
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時

か
ら
４
時
10
分
（
12
時
30
分
受
付
）
▼

場
所
＝
広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
広
島
市
東
区
光
町
二
丁
目
１-

14
）
▼

内
容
＝
１．

講
演
「
今
な
ぜ
『
家
庭
教

育
』
か
」
講
師：

広
島
大
学
大
学
院
教

授
　
浦

光
博
さ
ん
　
２．

子
育
て
学

習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
自
他
の
子
育
て

を
学
び
あ
う
中
で
、
自
ら
気
づ
き
、
学

べ
る
参
加
型
学
習
で
す
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
・
問
合
せ
＝
広
島
県
立
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
1
０
８
２-

２
６

２-

９
１
２
９
▼
そ
の
他
＝
託
児
あ
り

（
先
着
10
名
程
度
）
※
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
込
時
に
必
ず
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
公
演

Ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｔ
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
2

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
に
世
界
中
の
色
々

な
ダ
ン
ス
を
織
り
交
ぜ
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
で
す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
で
活
動
し
て
お
り
、
年

に
１
度
定
期
公
演
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今
回
は
ゲ
ス
ト
ダ
ン
サ
ー
も
迎
え
、

オ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
か

ら
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ま

で
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
現
代
の
音
楽

を
、
多
彩
な
ダ
ン
ス
で
表
現
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）
午
後
６
時

30
分
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）
▼
場

所
＝
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
中
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
＝
前
売：

２
０
０
０
円

当

日：

２
８
０
０
円
　
▼
問
合
せ
＝
Ｒ
Ｈ

Ｙ
Ｔ
Ｈ
Ｍ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
主
宰
　
竹
広

さ
ん
　
０
９
０
・
１
３
３
３
・
０
５
０
１

ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
２
０
０
７

―
し
あ
わ
せ
な
ひ
と
と
き
―

今
回
で
６
回
目
を
迎
え
る
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
芸
術
作
品
展
で
す
。
県
内
や

中
国
地
方
よ
り
集
ま
っ
た
選
り
す
ぐ
り

の
作
品
た
ち
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

溢
れ
る
作
品
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
、
思
わ
ず
時

間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
た
く
さ

ん
の
作
品
た
ち
に
、
ぜ
ひ
出
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
10
日
（
土
）
〜
18
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
（
最
終

日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
＝
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
北
棟
４
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
リ
ー
ダ
ー
ひ
ゅ
ー
る
ぽ
ん
　
1
８

３
１
・
６
８
８
８

ま
ち
づ
く
り
交
流
ウ
ォ
ー
ク

①
出
汐
〜
旭
町
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃
（
現
地
解
散
）
▼
集

合
＝
午
前
９
時
50
分
　
サ
テ
ィ
段
原

②
広
島
駅
〜
八
丁
堀
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
１
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃
（
現
地
解
散
）
▼
集

合
＝
午
前
９
時
50
分
　
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
南

口
広
場

③
交
流
プ
ラ
ザ
〜
縮
景
園
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃
（
縮
景
園
解
散
）
▼
集

合
＝
午
前
９
時
50
分
　
ま
ち
づ
く
り
市

民
交
流
プ
ラ
ザ

④
土
橋
〜
西
区
役
所
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
３
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
頃
（
現
地
解
散
）
▼
集

合
＝
午
前
９
時
50
分
　
土
橋
電
停
西
の

コ
ン
ビ
ニ
前

●
参
加
費
＝
い
ず
れ
も
無
料

●
定
員
＝
各
先
着
30
人

▼
申
込
＝
名
前
・
連
絡
先
を
「
広
島
市

観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト
協
会
　
ま
ち
づ
く

り
交
流
ウ
ォ
ー
ク
」
係
へ
　
1
８
８

１
・
０
８
７
７
　
5
５
４
５
・
３
８
３

８
　
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
１
Ｆ
情
報
コ
ー
ナ
ー
配
布
チ

ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。h

ttp
://w

w
w
.h
irosh

i

m
a.guide.gr.jp/w

alk/

「
魅
惑
の
映
画
音
楽
第
７
回
　
魅

惑
の
映
画
音
楽
で
過
ご
す
ク
リ

ス
マ
ス
」

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
リ
ク
エ

ス
ト
特
集
〜

気
軽
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
め
ざ

し
て
始
め
た
「
魅
惑
の
映
画
音
楽
」
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
７
回

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
映

画
と
そ
の
音
楽
の
お
話
を
交
え
た
ヴ
ィ

オ
ラ
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
で
す
。
お
客

様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
リ
ク

広
島
会
場：

鯉
城
会
館
（
広
島
市
中
区

大
手
町
１
丁
目
５-

３
）
福
山
会
場：

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
（
福

山
市
三
之
丸
町
８-

16
）
▼
対
象
＝
企

業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
、
労
働
組
合

関
係
者
、
一
般
労
働
者
な
ど
▼
定
員
＝

広
島
・
福
山
会
場
各
１
０
０
人
。
定
員

に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
▼
受
講
料
＝

無
料
▼
申
込
先
・
問
合
せ
＝
広
島
県
商

工
労
働
部
労
働
福
祉
室
（
〒
７
３
０-

８
５
１
１
　
中
区
基
町
10-

52
）
1
５

１
３
・
３
４
１
１
　
5
２
２
２
・
５
５

２
１

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
広

報
紙
フ
ァ
イ
ル
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
」
の
公
共
施
設
お
よ
び
企
業

の
設
置
協
力
募
集

よ
り
多
く
の
市
民
の
方
々
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
を
身
近
に
感
じ
、

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
に
ご

協
力
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
内
容
＝

広
島
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
発

行
す
る
『
市
社

協
通
信
』
や

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
セ
ン
タ

ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』

な
ど
の
広
報
紙

「
２
０
０
７
年
も
み
じ
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

も
み
じ
銀
行
で
は
、
新
春
恒
例
「
も
み

じ
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
地

域
文
化
の
向
上
と
地
元
交
響
楽
団
の
支

援
を
目
的
と
し
て
昭
和
60
年
か
ら
毎
年

開
催
し
、今
回
で
23
回
目
を
迎
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
12
日
（
金
）

午
後
６

時
30
分
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）
▼
会

場
＝
広
島
厚
生
年
金
会
館
▼
内
容
＝
外

山
雄
三
「
管
弦
楽
の
た
め
の
ラ
プ
ソ
デ

ィ
」
・
滝
廉
太
郎
「
花
」
・
津
軽
じ
ょ

ん
が
ら
節
（
木
乃
下
独
奏
）
ほ
か
▼
出

演
＝
指
揮：

金
聖
響
　
三
味
線：

木
乃

下
真
市
　
管
弦
楽：

広
島
交
響
楽
団
▼

入
場
料
＝
指
定
席
３
５
０
０
円
・
自
由

席
２
５
０
０
円（
ペ
ア
券
４
０
０
０
円
）

▼
問
合
せ
＝
も
み
じ
銀
行
広
報
室
1
２

４
１
・
３
０
４
３

広
島
県
労
働
大
学

企
業
や
労
働
者
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境

の
変
化
や
、
労
働
市
場
の
新
た
な
動

き
・
課
題
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
た

め
の
講
座
で
す
。

▼
テ
ー
マ
＝
「
我
社
の
人
事
制
度
」
〜

管
理
職
へ
の
役
割
等
級
制
度
・
役
割
給

の
導
入
〜

▼
日
時
＝
広
島
会
場：

12
月
14
日

（
木
）
・
福
山
会
場：

12
月
19
日
（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分
▼
会
場
＝

を
フ
ァ
イ
ル
し
た
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」

の
設
置
に
協
力
い
た
だ
け
る
公
共
施
設

や
企
業
を
募
集
▼
募
集
期
間
＝
随
時
▼

問
合
せ
＝
広
島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
（
〒
７
３
０-

０
０
５
２

中
区
千
田
町
１-

９-

43

広
島
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1
５
４
４
・
３

３
９
９
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp

://w
w
w
.sh

ak
y
oh

irosh
im

a-

city.or.jp/

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
　
ひ
ろ

し
ま
市
民
活
動
支
援
情
報
シ
ス

テ
ム
「
ひ
ろ
し
ま
情
報
ａ-

ネ
ッ

ト
」
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

こ
の
情
報
ネ
ッ
ト
は
、
生
涯
学
習
・
ま

ち
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
市
民
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
た
い
方
、
活
動
を
広
げ
た
い
方
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
、
講
座
、
研
修
に

参
加
し
た
い
方
の
た
め
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
ネ
ッ
ト
充
実
の
た
め
、
掲

載
し
た
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容
＝
生
涯
学
習
・
ま
ち
づ
く

り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
関

す
る
「
イ
ベ
ン
ト
」「
講
座
・
研
修
」

「
募
集
」
情
報

※
以
下
の
情
報
に
つ
い
て
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん

・
営
利
活
動
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

・
宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
的
行
事

を
行
い
、
信
者
を
教
化
育
成
す
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
場
合

・
政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、支
持
し
、

ま
た
は
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
主
た

る
目
的
と
し
て
い
る
場
合
や
、
特
定
の

公
職
の
候
補
者
も
し
く
は
公
職
に
あ
る

者
ま
た
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持
し
、

ま
た
は
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
場
合

・
そ
の
他
、
ひ
ろ
し
ま
情
報
ａ-

ネ
ッ

ト
の
目
的
に
反
す
る
場
合

▼
申
込
方
法
＝
チ
ラ
シ
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
直
接
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
掲
載
時
期
＝
内
容
の
確
認
が
済
み
次

第
公
開
し
ま
す
。

開
催
日
等
が
近
い
情
報
に
つ
い
て
は
掲

載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
＝
ま
ち
づ
く
り
市

民
交
流
プ
ラ
ザ

〒
７
３
０-

０
０
３
６
　
広
島
市
中
区

袋
町
６-

36

1
５
４
５
・
３
９
１
１
　
5
５
４
５
・

３
８
３
８
　
Ｅ
メ
ー
ル：

m
-p

laza@

hitom
achi.city.hiroshim

a.jp

情
報

ａ-

ネ
ッ
ト：

http://w
w
w
.a-net.shi

m
in.city.hiroshim

a.jp/

マ
ツ
ダ
財
団
　
第
23
回
市
民
活

動
支
援
募
集

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
民
間

の
非
営
利
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
＝
対
象
は
概
ね
６
〜
24
歳

ま
で
の
青
少
年
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の

参
画
度
の
高
い
活
動
や
創
意
工
夫
を
育

て
る
活
動
、
地
域
で
の
様
々
な
支
え
合

い
活
動
、
学
校
５
日
制
を
活
用
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
学
校
と
地
域
が
連
携
す
る

活
動
等
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
な
お

「
青
少
年
を
支
援
す
る
方
々
の
活
動
」

も
含
み
ま
す
▼
募
集
地
域
＝
広
島
県
、

山
口
県
▼
支
援
期
間
＝
平
成
19
年
４
月

１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日
の
１
年
間

▼
支
援
金
＝
１
件
当
た
り：

10
〜
50
万

円
（
総
額：

７
５
０
万
円
）
▼
支
援
金

の
使
途
＝
行
事
・
催
事
費
用
・
備
品

費
・
出
版
費
用
・
そ
の
他
　
※
応
募
金

額
に
占
め
る
「
旅
費
交
通
費
」
の
割
合

は
原
則
と
し
て
30
％
以
内
で
設
定
の
こ

と
▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
用
紙
に
よ
り

応
募
（
本
財
団
推
薦
依
頼
機
関
か
ら
の

推
薦
が
必
要
）
▼
申
請
書
＝
マ
ツ
ダ
財

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
能
▼
応
募
締
切
＝
平
成
19
年
１

月
16
日
（
火
）
必
着
▼
支
援
決
定
・
通

知
＝
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
考
の

上
、
本
財
団
理
事
会
に
て
決
定
。
選
考

結
果
は
平
成
19
年
３
月
下
旬
に
応
募
者

な
ら
び
に
推
薦
者
に
文
書
で
通
知
し
ま

す
▼
支
援
金
の
支
払
＝
活
動
予
定
に
合

わ
せ
た
年
度
内
の
希
望
の
時
期
▼
申

込
・
問
合
せ
＝
（
財
）
マ
ツ
ダ
財
団
事

務
局
（
〒
７
３
０-

８
６
７
０
　
安
芸

郡
府
中
町
新
地
３-

１
　
マ
ツ
ダ
（
株
）

内
）
1
２
８
５
・
４
６
１
１
　
5
２
８

５
・
４
６
１
２
　
Ｅ
メ
ー
ル：

m
zaidan@

m
azda.co.jp

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ：

h
ttp

://m
zaid

an
.m

azd
a.co.

jp/

昨年はビオラとピアノの演奏でオープニングを飾りました

今年4月に開催したコンサートの様子

開
催
間
近

広報誌をファイリングした「ブックレット」

開
催
間
近


